
CFOの岡﨑です。
私から、2021年８月期上期の業績、および
通期の業績見通しについて、ご説明いたします。





2021年８月期上期の連結業績ですが、
売上収益は１兆2,028億円、前年同期比0.5％減、
事業そのものの利益を示す事業利益は1,797億円、同30.2％増と、大幅な増益となりました。
その他収益・費用に、海外ユニクロ事業を中心に店舗の
減損損失などを117億円計上した結果、営業利益は1,679億円、同22.9％増、
親会社の所有者に帰属する四半期利益は1,058億円、同5.4％増となりました。

新型コロナウイルス感染症（以下、新型コロナ）の影響が大きかった欧米、
東南アジアのユニクロ事業、グローバルブランド事業は、計画を下回り
大幅な減益となったものの、国内ユニクロ事業、グレーターチャイナのユニクロ事業が、
計画を上回る増益となったことで、連結全体の営業利益は、計画を上回り、
22.9％増の大幅な増益となりました。



まず、連結の損益計算書のポイントについて、ご説明いたします。
連結の売上収益は１兆2,028億円、前年同期比56億円の減収となりました。
減収となった要因は、新型コロナの影響が大きかった海外ユニクロ事業が194億円の減収、
グローバルブランド事業が155億円の減収となったためです。
一方で、国内ユニクロ事業は289億円の増収、ジーユー事業は３億円の増収となりました。

売上総利益率は49.9％と、同2.2ポイント改善いたしました。
これは、国内ユニクロ事業、海外ユニクロ事業を中心に、主に値引き販売を
抑制したことにより、粗利益率が大幅に改善したことによります。

売上高販管費率は35.0％と、同1.3ポイント改善いたしました。
これは主に、国内ユニクロ事業、海外ユニクロ事業で販管費比率が改善したことによります。

その他収益・費用の合計は、117億円のマイナスとなっております。
これは主に、海外ユニクロ事業を中心に店舗などの減損損失を
116億円計上したことによります。

これらの結果、営業利益は1,679億円、同22.9％の増益となりました。



次に、金融収益・費用ですが、ネットで34億円のプラスとなっております。
これは主に、外貨建資産などの換算による為替差益を47億円計上したことなどに
よります。

この結果、税引前四半期利益は1,714億円、前年同期比13.7％増、
親会社の所有者に帰属する四半期利益は1,058億円、同5.4％増と
なりました。

なお、繰延税金資産を計上できない、赤字が継続している事業で業績が悪化した
ことなどにより、会計上、税金負担率が上昇しております。



セグメント別の業績は、６ページのスライドの通りとなっております。



まず、国内ユニクロ事業の上期の業績ですが、
売上収益は4,925億円、前年同期比6.2％増、
営業利益は978億円、同36.6％増と、増収、大幅な増益、
計画を上回る結果となりました。

売上収益は上期を通して増収と、好調でした。
利益面では、値引き販売の抑制や原価率の改善により粗利益率が改善、
販管費比率も改善したことで、大幅な増益となりました。



国内ユニクロ事業の上期の既存店売上高は、前年同期比5.6％の増収となりました。

上期を通して、ラウンジウエア、ヒートテック毛布などの在宅需要に
マッチした商品の販売が好調だったことに加え、フリースやスウェットなどの
秋冬コア商品や、ウルトラストレッチアクティブジョガーパンツなどの
スポーツユーティリティウエアの販売も好調でした。

Ｅコマース売上高は738億円、同40.5％の大幅な増収となりました。
売上構成比は15.0％まで高まっております。

３月の既存店売上高は、同40.2％増となりました。
前年は新型コロナの感染拡大により店舗を臨時休業したことに加え、
今年はカットソーやボトムスなどの春夏商品、＋Ｊ、PAUL&JOEのコラボ商品の
販売が好調で大幅な増収となりました。
２年前比では、土日祝日の日数が３日少ないものの、1.2％増と好調でした。



国内ユニクロ事業の上期の粗利益率は50.7％と、
前年同期比2.9ポイント改善し、ほぼ計画通りの水準となりました。

粗利益率が前年同期比で改善した要因は、売上が好調だったこと、
値引き販売を抑制し、値引率が低下したことに加え、
原価率が改善したことによります。

原価率の改善の取り組みとしては、素材の集約、品番数の絞り込み、
生産計画の精緻化など生産効率の改善を行い、成果が出てきております。

上期の粗利益率は、ほぼ計画通りの水準となりました。
第１四半期の粗利益率は計画を上回る水準となった一方で、
第２四半期３ヶ月間は、在庫消化を進めるため、
秋冬商品の値引き販売を強化いたしました。

２月末時点の在庫は、前年同期末比で114億円増加いたしました。
冬物在庫は前年同期末比で減少したものの、今年は春物商品の投入時期が、
新型コロナの影響があった前年に比べ早かったため、春物在庫が増加しております。
秋物在庫については、若干の過剰感があるため、今後も継続的に
消化を進めていきます。



販管費比率は31.0％と、前年同期比1.4ポイント改善いたしました。
金額ベースではほぼ計画通りの水準となりましたが、
売上が計画を上回ったことで、比率では、計画以上に改善することができました。

特に削減できた項目は、物流費、広告宣伝費です。

物流費は、店舗への配送頻度の見直しや倉庫運営の効率化により、
前年同期比で金額ベース、比率ともに改善いたしました。
また、Ｅコマース関連の物流費は、売上が大幅に増加したなかでも、
金額ベースでは前年と同水準に抑えることができ、効率化が進んでおります。

広告宣伝費は、チラシのサイズやＴＶＣＭ本数を見直したこと、
デジタルマーケティングの費用対効果を高めたことで、
前年同期比で金額ベース、比率ともに改善いたしました。



次に、海外ユニクロ事業について、ご説明いたします。

上期の売上収益は5,218億円、前年同期比3.6％減、
営業利益は670億円、同25.9％増と、減収、大幅な増益となりました。
上期では、米国と欧州を中心に店舗などの減損損失を合計90億円計上しております。

地域別では、グレーターチャイナは、中国大陸、台湾の販売が好調だったこと、
香港の収益性が大きく改善したことで、大幅な増収増益となりました。
その他アジア・オセアニア地区、北米、欧州は、新型コロナの影響が想定より大きく、
大幅な減収減益、北米は赤字幅が拡大いたしました。

海外ユニクロ事業全体で、売上収益は計画を下回りましたが、
粗利益率の改善、経費コントロールの強化により、営業利益は
計画を上回る結果となりました。

地域別の詳細は、次のスライドでご説明いたします。



グレーターチャイナは、大幅な増収増益と、計画を上回る業績となりました。
売上が好調だったことに加え、粗利益率が前年同期比で4.7ポイント、
販管費比率が同2.5ポイント改善した結果、営業利益は大幅な増益となりました。

中国大陸は、大幅な増収増益と、計画を上回る業績となりました。
防寒衣料やラウンジウエアなどの販売が好調だったことから、上期を通して
堅調な売上となりました。前年の２月に臨時休業していたこともあり、
上期の既存店売上高は２桁の増収となっております。

粗利益率は、商品価値の訴求やブランディングを強化する戦略を推し進め、
値引き販売を抑制できたことで、大幅に改善いたしました。
販管費比率は、在庫を適正水準で運営できたことで、店舗や物流のオペレーションが
効率化したことに加え、効果的にデジタルマーケティングを使い、広告宣伝費の
費用対効果を高めたことにより、改善いたしました。

Ｅコマース売上高は、計画通り、約１割の増収となりました。Ｅコマースの大型商戦で
値引き販売を大幅に抑制したことで、利益率は大きく改善いたしました。



韓国は、引き続き厳しい環境にあり、大幅な減収となりましたが、粗利益率、
販管費比率が改善した結果、営業利益は計画通り、若干の黒字となりました。

粗利益率は、前期は急激な売上減に伴い、秋冬商品の値引き販売を強化したことで
大きく低下いたしましたが、今期は在庫水準を適正化したことで改善いたしました。
また、販管費比率は、不採算店舗の閉店に伴い、賃借料が減少したことに加え、
効果的な広告宣伝に集中したことで、広告宣伝費が減少するなど、経費コントロールを
強化したことで改善いたしました。



その他アジア・オセアニア地区は、新型コロナの影響を大きく受けたことで、
計画を下回り、大幅な減収減益となりました。

ただし、Ｅコマース売上高は約６割の大幅な増収となりました。
特にラウンジウエア、スポーツユーティリティウエア、Ｔシャツ、ショートパンツなどの
夏物商品の販売が好調でした。

国別では、フィリピン、マレーシアは、新型コロナの影響を最も受け、外出規制や
ロックダウンがあったことから、客数が大幅に減少し、大幅な減収減益となりました。
インドネシア、タイは、12月まで売上は回復傾向にあったものの、１月以降の感染拡大の
影響や旅行需要の消失の影響により、大幅な減収減益となりました。
なお、３月以降は感染状況が落ち着き、マレーシア、インドネシア、タイの売上は
回復基調にあります。
シンガポールは、大幅な減収減益でしたが、第２四半期からは売上が前年並みの
水準まで回復しております。

一方で、ベトナムは、計画を上回り、大幅な増収増益となりました。
これは、新型コロナの影響が軽微だったことに加え、ユニクロの人気が高いことによります。
また、第２四半期３ヶ月間は、天候も良かったことからＵＶカットパーカ、ポロシャツ、
ＵＴなどの春夏商品の販売が好調に推移いたしました。



次に北米ですが、新型コロナの影響により、大幅な減収、赤字幅は計画以上に拡大
いたしました。

米国は、大幅な減収、赤字幅は大幅に拡大いたしました。
新型コロナの影響で、９月から10月上旬にかけて、５店舗が臨時休業したことに加え、
営業している店舗でも入場規制や外出制限の影響で、客数が大幅に減少した
ことにより、既存店売上高は大幅な減収となりました。

Ｅコマース売上高は、エアリズムソフトレギンス、バイカーショーツなどの
スポーツユーティリティウエア、スウェット、ラウンジウエアなどの在宅需要にマッチした
商品の販売が好調で、約１割の増収となりました。
利益面では、値引き販売を強化したことで粗利益率が低下したことに加え、減損損失を
計上した結果、赤字幅は大幅に拡大いたしました。



欧州は、新型コロナの影響により、大幅な減収減益、計画を下回る業績となりました。

11月以降、４ヶ月間にわたり、約４割の店舗を臨時休業した結果、
上期の既存店売上高は大幅な減収となりました。

欧州は、店舗休業の影響を大きく受けましたが、12月上旬に２週間程度、店舗の
営業を再開できた期間には、フランスを中心に好調な販売となり、既存店売上高が
欧州全体で前年を上回る水準まで回復するなど、欧州のお客様のユニクロに対する
ニーズの強さを確認することができました。

また、欧州のなかでも、店舗の臨時休業がなかったロシアは冬物商品の販売が
好調で、既存店売上高は２桁増収、営業利益は大幅な増益となりました。

なお、欧州全体のＥコマース売上高は、約８割増収と好調でした。これは、アプリや
メールマガジンの会員を増やしたこと、デジタルマーケティングを強化したことが
奏功したためです。



次に、ジーユー事業ですが、売上収益は1,326億円、前年同期比0.3％増、
営業利益は158億円、同0.4％増と、計画通り、ほぼ前年並みの業績となりました。

新型コロナの影響で、都心部を中心に客数が減少したものの、ダブルフェイスのスウェットや
フレアパンツなどマストレンドを捉えた商品、ラウンジウエアの販売が好調で、
既存店売上高はほぼ前年並みとなっております。

上期のＥコマース売上高は、約４割の増収となりました。これは、販売計画の精緻化、
特別サイズのラインナップ拡充、アプリを通じた情報発信の強化によります。

粗利益率は、前年並み、販管費比率は、経費コントロールの強化などにより、
同0.4ポイント改善しております。



グローバルブランド事業の売上収益は545億円、前年同期比22.2％減、
営業利益は81億円の赤字と、計画を下回る結果となりました。

これは、新型コロナによる影響で、セオリー事業が大幅な減収減益となったこと、
コントワー・デ・コトニエ事業も大幅な減収、赤字幅が拡大したことに加え、
これらの事業の業績悪化に伴い、減損損失を13億円計上したことによります。

セオリー事業全体では黒字でしたが、計画を下回り、大幅な減収減益と
なりました。
米国のセオリー事業は、新型コロナの影響により、客数が減少、大幅な減収と
なりました。秋冬商品の値引き販売を強化したことで、粗利益率が大幅に悪化、
この上期は赤字となりました。
日本のセオリー事業も大幅な減益となっております。
一方で、アジアのセオリー事業は、中国大陸を中心に好調な販売を
維持し、増収増益が継続しております。

プラステ事業は、計画を下回り、大幅な減収、営業利益は若干の赤字となりました。
これは、都心部の店舗の客数が特に大きく減少したことによります。

コントワー・デ・コトニエ事業は、計画を下回り、大幅な減収、赤字幅が拡大
いたしました。これは、新型コロナの影響により、店舗数の大半を占める
フランスで店舗の臨時休業や時間短縮営業を行った影響によります。



次に、2021年２月末のバランスシートをご説明いたします。

資産合計は２兆5,019億円、前年同期末比476億円増加、
負債合計は１兆4,031億円、同135億円増加、
資本合計は１兆988億円、同340億円増加いたしました。

詳細については、次のスライドでご説明いたします。



流動資産が前年同期末比268億円増加した主な要因をご説明いたします。

現金及び現金同等物は、同365億円増加いたしました。
これは、ユニクロ事業を中心に営業キャッシュ・フローが増加したことによります。

棚卸資産は、同７億円増加いたしました。
内訳としては、国内ユニクロ事業は、新型コロナの影響があった前年に比べ、
春物在庫の投入が早まった結果、同114億円増加いたしました。
海外ユニクロ事業は、同146億円減少いたしました。
グレーターチャイナ、韓国は、在庫水準が大幅に低下いたしました。
北米は、在庫水準は低下しているものの、売上が計画を下回ったことから、在庫水準に
過剰感があり、2021年秋冬シーズンにかけて消化していく予定です。
その他アジア・オセアニア地区、欧州は、売上が計画を下回っていることから
在庫が増加いたしました。在庫の適正化は2021年秋冬シーズンまでかかる見込みです。

非流動資産は同207億円増加いたしました。
これは主に、グローバルで物流倉庫を中心に有形固定資産が同188億円
増加したことによります。



次に、2021年８月期上期のキャッシュ・フローですが、
営業活動によるキャッシュ・フローが3,521億円の収入、
投資活動によるキャッシュ・フローが410億円の支出、
財務活動によるキャッシュ・フローは1,000億円の社債の償還を含めて、
2,013億円の支出となりました。

これらの結果、現金及び現金同等物の期末残高は期首に比べ、1,273億円増加し、
１兆2,208億円となっております。



次に、2021年８月期の通期業績予想について、ご説明いたします。

売上収益は２兆2,100億円、前期比10.0％増、
営業利益は2,550億円、同70.7％増、
税引前利益は2,550億円、同66.8％増、
親会社の所有者に帰属する当期利益は1,650億円、同82.6％増を見込んでおります。

上期の業績が上振れたことを反映させ、若干の上方修正を行っております。
なお、下期の連結業績については、直近予想から変更しておりません。

その他収益・費用については、上期に減損損失などを117億円計上しておりますが、
下期も、ユニクロ事業を中心に、スクラップ＆ビルドに伴う除却損・閉店損や、
店舗の減損損失などが発生するリスクがあるため、通期は200億円のマイナスと、
直近予想から変更しておりません。

なお、金融収益・費用の前提としている為替レート１ドル105.4円に対して、
現在は円安傾向にありますが、為替動向が不透明なため、
通期の為替レートは、直近予想から変更しておりません。



次に、セグメント別の下期の業績予想について、ご説明いたします。

まず、海外ユニクロ事業ですが、下期は、大幅な増収、
前年同期の赤字から、大きな黒字に転換する見込みです。
通期では、大幅な増収増益となることを予想しております。

エリア別では、グレーターチャイナは、前期は新型コロナの影響が大きかったことも
あり、この下期は大幅な増収増益となる見込みです。

上期に引き続き、値引率のコントロールを行うことで、粗利益率の改善、
店舗オペレーションの効率化など経費コントロールの強化で、販管費比率の改善を
見込んでおります。

この結果、通期は、前期比で大幅な増収増益となることを予想しております。

韓国は、引き続き厳しい事業環境にあり、下期は前年並みの売上となる見込みですが、
販管費比率の改善により、営業利益は黒字化する見込みです。
通期では、減収も、営業利益は黒字となる予想です。

その他アジア・オセアニア地区ですが、前期は新型コロナの影響が大きかった
こともあり、この下期は大幅な増収、営業利益は前年の赤字から、
大きな黒字に転じる見込みです。

足元では、新型コロナの感染状況の改善に伴い、行動規制や外出自粛が
緩和されていることから、売上は順調に回復しております。ただし、感染拡大状況が
引き続き不安定なことから、下期も一部の国では、断続的に行動規制などの影響が
あることを想定しています。
通期は、前期比で大幅な増収増益を見込んでおります。



次に北米ですが、前期は新型コロナの影響でハードルが低いことから、
今年の下期は大幅な増収、赤字幅が縮小する予想です。
足元でも営業規制や外出自粛が続いていることから、下期を通して、新型コロナの
影響を大きく受けることを想定しております。
通期では、減収、大幅な赤字となるものの、前期に対しては、赤字幅は縮小する
見込みです。

欧州ですが、前期のハードルが低いことから、この下期は大幅な増収、赤字幅は
縮小する見込みです。
３月以降も英国、フランス、ドイツで、多くの店舗が臨時休業していることに加え、
行動規制が継続していることで、業績は厳しい状況が続いております。このため、
下期の業績も１ヶ月程度のロックダウンがあることを想定した水準としております。

通期は、増収となるものの、上期の減益幅が大きかったことから、
赤字幅は前期比で若干拡大する見込みです。



次に、国内ユニクロ事業ですが、下期は増収増益を見込んでおります。下期の
既存店売上高は約８％増を見込んでおりますが、このうち、Ｅコマース売上高は、
減収を予想しております。これは、前期は新型コロナの影響で、下期から
Ｅコマース売上高が急増し、ハードルが高いことによるもので、２年前比では、
約４割増収を予想しております。

下期の粗利益率は、前年の下期のハードルが高いことから、低下することを
見込んでおります。販管費比率は、広告宣伝費の費用対効果の改善、
店舗や物流のオペレーションの効率化などにより改善することを見込んでおります。

通期は、増収、大幅な増益となる見込みです。

ジーユー事業は、下期は大幅な増収増益を見込んでおります。
３月の既存店売上高は、前年比、２年前比ともに増収と、
順調な業績となっております。
通期では、大幅な増収増益となる見込みです。



国内ユニクロと国内ジーユーでは、３月12日より、すべての商品価格を
総額表示に変更し、これまでの商品本体価格を、そのまま消費税込みの価格と
しております。

我々は「LifeWear（究極の普段着）」をコンセプトに掲げ、すべてのお客様にとって、
欠かせない日常着になることをめざしております。コロナ禍のなか、
分かりやすい価格設定で、よりお客様に寄り添って商売を行っていくべきだと考え、
このような判断をいたしました。

お買い求めやすい価格にすること、より効果的に情報発信を行い、商品価値を
訴求することで、これまでよりも多くのお客様にお買い求めいただけると
考えております。

また、値引き販売を抑制することに加え、素材の集約、早期発注、
生産計画の精緻化などの原価低減の取り組みを進めてきたことで、
粗利益率については、大きな影響はない見込みです。



グローバルブランド事業は、前期のハードルが低いことから、この下期は
大幅な増収、営業利益はブレークイーブンとなる見込みです。
店舗の大半が欧州、米国にあるため、下期も新型コロナの影響を
大きく受けることを想定しております。
通期では、増収、赤字幅が縮小する見込みです。



最後に、2021年８月期の１株当たり配当金について、ご説明いたします。

本日の取締役会にて、中間配当金を、１株当たり240円と決議いたしました。

また、期末配当金についても、１株当たり240円を予想しております。
この結果、年間の配当金は、直近予想通り、１株当たり480円、前年と同額の配当金
を予想しております。

以上で私からの説明を終わります。ありがとうございました。








